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             運営主体：社会福祉法人大阪府社会福祉事業団 

             施設名：豊中市立養護老人ホーム永寿園とよなか 

 

 

１．運営方針 

 地域と繋がり 人と人とが繋がる施設を目指して 

令和２年度は新型コロナウイルス感染症対応に全力で取り組んだ一年と

なりました。そのような中でも、当法人は令和３年３月に法人創立５０周

年を迎えることとなり、「Next Challenge 感謝の想いを胸に、次の５０

年へ」のキャッチフレーズのもと、令和３年度から新たな気持ちでこれか

らの５０年も持続可能な法人経営を目指すための取り組みを進める方針を

示しています。永寿園とよなかとしてもその目標を達成していくため、社

会福祉事業の安定的な運営と地域福祉の推進といった社会福祉法人に求め

られる基本理念を基盤に、現状の課題とこれからの社会情勢の変化を踏ま

えながら施設運営を進めてまいります。 

 地域の関係団体と協働し、介護や子育て、介護予防等のノウハウを公開

講座やブログを通してｗｅｂ配信することで、地域の中で身近に感じても

らえる施設運営を目指します。また、施設職員のみで取組むのではなく、

入居者が地域貢献事業に参画することで、自ら役割を担う喜びを実感する

とともに、生きがいを感じていただくことで、自立支援の充実及び日常生

活の活性へと繋げます。 

コロナ禍の中、外部や地域と積極的にかかわることが難しくなり、人と

人との繋がりが希薄化した１年となりましたが、適切な感染症対応を心掛

けながら、「地域とともに」を意識しながら新たな方法を模索し、社会福祉

法人としての役割を果たせるよう、地域との関りを深めながら公益的な取

組を推進し、求められるニーズに迅速かつ組織的に取り組んでまいりま

す。 

 

 

 

 

 

 



ステップアップ事業  

  想い叶え“わたしらしく”を実現できる施設づくり 

   入所者が地域貢献事業に参画することで、自ら役割を担う喜びを実感す

るとともに、生きがいを感じていただくことで、自立支援の充実及び日常

生活の活性へと繋げます。入所者一人一人の個性や気質を尊重し、自発的

な行動の引き金となるようなサポートに努め、在宅復帰の意欲が高まるよ

うに支援します。 

   また、入所者の方が希望された場合、たとえ重度になっても可能な限り

当施設で過ごしていただけるよう、職員の介護や医療における知識を深め

スキルアップが図れるよう、ミニ研修を定期的に実施し、その講師を職員

が持ち回りでするなど、お互い学びあい、気づきを深めあえる場を設けて

いきます。 

   入所者の意向と想いを個別にしっかりと汲み取りながら、措置権者であ

る各市町村との連携を深め、職員のスキルアップを図ることで相乗効果を

生みだし、入所者が自分らしく過ごせる環境整備を構築していきます。 

 

   

達 成 目 標 

   自立支援や疾病に対する知識を深め、重度化防止を重視した多職種連携

を強化し、職員のスキル向上と意識改革を図りながら、退所者数の減少を

目指します。 

  

 

２．重点項目 

  新たなサービスの実施に向けた取り組み 

  ①在宅での生活を希望する入所者が、自らの選択により不安なく移転し、

自分らしく自立した生活ができるよう、在宅復帰に特化した個別計画書

を作成します。また、居住地域の各種専門職種と連携を図り、安心した

生活が営めるよう個々の課題解決に向けた支援を行います。 

②屋内外のレクリエーションや清掃活動を推進し、自立支援に向けた活動

を行うことで、自身の可能性と意欲を再確認し、在宅生活を具体的に意

識できるよう日常生活の中でのプログラム化を図ります。 

    

 

 

 



３．地域公益事業 

  地域の拠り所 拠点づくり 

   世代を問わず、生活の活性と健康の維持増進を目的とし、身体のしくみ

やリスク予防に対する知識と技術を身につけて頂くため、様々なテーマの

公開講座を定期的に実施します。 

  地域住民や入居者と協働し、放課後に不安なく宿題や趣味活動ができるよ

う、地域交流スペースや屋上の活用、イベントの企画等を通して、子ども

の居場所づくりにも取り組んでいきます。 

働いている親が安心でき、放課後の子どもたちが過ごす場所として、施

設行事等に参加した学生ボランティアによる学習の機会や、入所者や地域

の方々の協力を得て、様々な遊びや学習、体験イベント等を企画し楽しん

で立ち寄れる場所を作っていきます。 

 

  リスクマネジメント機能の強化 

   地震や台風、火災等の災害によって生活に影響を受けた地域の方々に対

して、備蓄食糧の提供はもとより、入浴設備の使用など施設が所有する設

備等の提供を行う等、万が一災害が発生した場合でも地域住民への支援を

円滑に行えるよう、常時より校区福祉委員の方々と緊密な連携を図りま

す。併せて、施設内でも災害時の対応などについて、情報共有を図りなが

ら、施設内のみでなく、地域への支援の必要性についても周知し、施設と

して担えることはなにか、何を備える必要があるかを検討する場を持ちま

す。 

 

  ボランティア等の組織化と支援活動 

   『地域を支える』を根幹に認知症の方及びその家族を支える取組みを認

知症サポーター組織の方々と協力し、人が集える場の提供を行います。そ

の一つの取組みとして、サポーターのやりがいや養成講座後の実践の場と

して認知症カフェの運営を継続し、認知症の方々やその介護者が集える場

を提供して参ります。 

 

４．施設管理 

   昨年度に引き続き、経年劣化による建物・設備への不具合が断続的に生

じております。日常のメンテナンスを継続的に実施するとともに、整理整

頓及び清潔保持に努めます。また、日頃より定期的な点検を実施し、大規

模な修繕に到らないよう、早期発見・こまめな修繕を適切に行うことで、

建物設備等の適正な施設管理を図ります。 



 

５．労務管理 

新型コロナウイルス感染症対応も高い水準で継続的に行うことが求めら

れる中、職員の不安が少しでも軽減されるよう、グローブやサージカルマ

スクの安定確保を行い安心して従事できる職場環境を維持します。また、

業務の疲れをためず、いつでも休める環境を整備できるよう、年次有給休

暇の計画的な取得について、昨年度の実績を基に、職員個々が計画的に休

暇の取得ができるよう各事業所にて取得状況の管理を行い、適切に取得す

ることにより労働者のリフレッシュの機会を確保していきます。 

昨年度整備したWi-Fiを活用し、スマートフォンやアプリケーションの

活用を図ることで、介護記録や会議録の作成をより効率的に行い、業務省

略化・効率化を検討し、職員の適正な労働時間の管理に繋げます。 

 






